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　平成30年（2017年）10月、明治神宮御
祭神明治天皇に仕え奉り10年の節目、至誠
館館長を辞任した。そして、俺の人生の総
仕上げとして、日本再建の使命を果たすこ
ととした。使命とは、天から授かった命に
したがい己の生を使い切ることだ。
　日本の歴史上、日本を否定する者どもに
日本が支配された時代は現代以外にない。
まさに、日本の戦闘者にとっては、為すべ
き使命が山ほどある生きがいのある時代
だ。日本の歴史をふり返ると、多くの困難
な時代があったが、特に、足利幕府内の権
力争いから世の中が乱れ、武士迄が私利私
欲にまみれた戦国時代は危機的であった。
この時代の世相を応仁記には「天下は破れ
ば破れよ。世間は滅ばば滅びよ。人はとも
あれ、我が身さえ富貴ならば」と表現して
あるが、まさに「国家が破綻しようが、日
本社会が滅びようがどうでもいい。人を蹴
落としてでも自分さえ金持ちになればい
い」という現代の世相と同じである。この
ような見苦しい世相が生まれる背景は今も
昔も共通している。当時の国の指導者たる
将軍足利義満が、明の永楽帝から「日本国
王之印」を貰うために、天皇を天皇と呼ぶ
のを止めて院と呼び、天皇の勅使を引見し
下座に座らせる有様であった。現代の日本
も、米国のご機嫌取りの総理がオリンピッ

クの開会式で天皇と同列に座る
不敬をみればよくわかる。世俗政
府による利権まみれの内政と卑
屈な対外政策、これが日本歴史上
最悪の時代の共通事項だ。この足
利〜戦国時代には、天皇の政治へ
の関与を完全に退け、伊勢神宮の
御遷宮、大嘗祭、大祓等伝統文化
行事をことごとく廃止するなど

伝統文化破壊が進んだ。案の定、現代も同
様に天皇は政事から排除されて政治・行政・
司法から倫理と道義が喪失し、文化は破壊
され国民集団としての歴史を一貫する国家
理念が喪われて社会は混乱する。
　国防と言えば、武力攻撃事態対処と決め
てかかるかもしれないが、武力攻撃によら
なくとも消滅した国はいくらでもある。ま
さに今の日本は、武力攻撃がなくとも消滅
しかねない。国の存亡を米国とドルに
100％依存してしまった結果、まさに今、
米国とドルの破綻を目前にして、日本は、
自分で自分達の未来を描くことが出来ない
状況だ。
　平成30年8月8日、天皇陛下（現上皇陛下）
が、ご在位中に渙発（かんぱつ）したおこ
とば（みことのり）に「国内のどこにおい
ても、その地域を愛し、その共同体を地道
に支える市井の人々のあることを私に認識
させ、私がこの認識をもって、天皇として
大切な、国民を思い、国民のために祈ると
いう務めを、人々への深い信頼と敬愛をも
ってなし得たことは、幸せなことでした」
とある。正にここに、国を守るとはどうい
うことかということが集約されている。わ
れわれ日本国民は、自らが生きる土地で伝
統的共同体を地道に支え、自らが日本文化
そのものに成って生きていくことが大事で
ある。日本文化を体現しえないものが、い
くら国防や経済成長等を言ったところで、
そこに日本はない。日本とは無形の文化集
団である。文化集団としての日本人が普通
に生きることこそが国防の源である。
　先ずやるべきことは、日本建国の理念で
ある「八紘為宇（一つの家族のような国家）」
づくりを目指すこと。それは、上皇陛下の

「おことば（みことのり）」どおり「地域を
愛し、その共同体を地道に支える」ことで
ある。
　俺は、上皇陛下のみことのりに従い、す
ぐにその実践を決断し、三重県熊野市飛鳥
町に移住して、日本文化防衛の為の活動を
開始した。
　何故、熊野にしたのかについて一言話し
ておく。すでに述べたとおり、俺は自衛官
時代から、百姓侍村の創建を考えて関東一
円を見て回った。いい環境、いい場所、い

い人たちと多く出会うことが出来た。しか
し、何かが足りなかった。あらためて、活
動を開始する場所を探していると、三重県
熊野市飛鳥町に「四季の里」という物件が
見つかった。さすがに三重県までは調査域
に含めていなかったので、早速持ち主に電
話してみた。物件の持ち主は、吉野熊野新
聞代表取締役の谷川氏であった。電話に出
たのは谷川氏の奥様であったが、意外な答
えが返ってきた。「お父さんは、売らない
と思いますよ」と言う。さてさてどうした
ものか。「なぜでしょうか？」と質問して
みると、「お父さんは、この施設を青少年
の健全育成のために立てたので、その思い
を引き継いでくれる人でないと売らないん
です」との答えだった。「まさに、そのた
めの施設を探しているんです」と答え、と
にかく直接お話しすべきと思い熊野に向か
った。東京からは、新幹線を使っても、飛
行機を使っても5時間以上かかる場所であ
った。熊野は、俺にとっては全く初めての
地であったが、何故か前にもここに居たよ
うな感じを受けた。
　吉野熊野新聞社に到着すると、谷川ご夫
妻は暖かく迎えてくれた。谷川氏は、三重
県神社庁の総代長をつとめ、伊勢神宮の総
代も務めていた。また、熊野市の防衛協会
会長でもあった。俺は、元自衛官で現在（当
時）明治神宮武道場至誠館の館長をしてい
ること、そして、日本人育成拠点と日本の
再建拠点として「四季の里」を使わせてい
ただきたい旨を率直に話した。あっという
間に意気投合した。谷川社長が「四季の里」
は任せる」と言い、俺は「任せてください」
と言った。
　その後、「四季の里」（現在の「熊野飛鳥
むすびの里」）に案内された。一瞬で「こ
こが俺が求めていた地だ」と感じとった。
　数年後、熊野に移住してから、この場所
がどういう場所かわかってきた。伊弉冉命
の御陵。神武天皇の金の勾玉と韴霊（ふつ
のみたま）の御痕跡。南朝皇子絶命の地。
国家護持のために生まれてきた俺にとっ
て、来るべきところに来たと確信できた。
　早々、この活動拠点を「国際共生創成協
会熊野飛鳥むすびの里」と命名した。「国
際共生創成協会」という長ったらしい冠は、
万物万象共生こそが宇宙の真理であるとす
る日本伝統文化に基づき世界をグローバル
資本主義（新世界秩序）から救済するため
の国際的連携を意図している。「熊野飛鳥」
は、その活動エネルギーを秘めた土地。「む
すび」とは日本神話の「産霊（むすひ）」
すなわち宇宙創元の原理を顕している。
　こんなことを言うと、最近の日本人は「カ
ルト集団」かと思うらしいが、自分の国の
神話をカルトと一緒にするんだから困った
もんだ。平成26年（2014年）夏、俺は、
スイス・ジュネーブにある世界最大規模の
素粒子物理学の研究所である欧州原子核研

究機構（CERN）に招待された。そこで、
CERN国際部長等職員の人たちと食事も交
えて懇談し、最新の素粒子物理学の立場か
らの宇宙創造の原理について話を聞いた。

「宇宙はビックバーンという宇宙の中心か
らの巨大なエネルギーの放出によって始ま
った」とする理論を実証的に証明している
という。そして、宇宙は、非物質のエネル
ギーによって創造されたということや、非
物質が物質に転移する交換原理、ブラック
ホールのようなマイナス・エネルギーの存
在等を説明してくれた。
　その説明は、古事記の冒頭の宇宙の成り
立ちと全く同じだった。初めに宇宙生成の
中心エネルギーとして「天之御中主神（あ
めのみなかぬしのかみ）」が成り顕れた。
人知を超えたエネルギーには神の名を冠し
て尊称するのが日本の作法だ。天の真ん中
の神と言う名前がそのまま、この神の性質
を表している。この神は、外から宇宙を創
ったのではなく、宇宙そのものとして成っ
たというところに特徴がある。そして、「天
之御中主神（あめのみなかぬしのかみ）」
の中心エネルギーを拡張する所謂ビッグバ
ーンのような働きが「高御産巣日神（たか
みむすびのかみ）」であり、エネルギーを
中心へと集中させる所謂ブラックホールの
ような働きが「神御産巣日神（かみむすび
のかみ）」だ。「古事記」では、このエネル
ギーの集中と拡張により、宇宙の成長、即
ち万物万象の生成活動がエネルギッシュに
連続的に為されてく様を、｢次に成る神は
……次に成る神は……｣と表現している。
この｢次々に生まれ成る神｣の延長に、現在
の俺達が生まれ成ったということだ。つま
り、最初の三柱の神によって始まった宇宙
生成活動は今も連綿と続き、今現在、人間
を含む万物万象が、
生成活動を引き継い
でいると考えるのが
日本民族の宇宙観で
あり人間観だ。
　俺がこの話をする
と、CERNの関係者
達は、すでに日本の
神話を知っていた。
宇宙の生成は、凄ま
じいエネルギーの凝
縮と爆発的拡張によ
って為されたという
日 本 の 神 話 の 考 え
は、まさに、現代科
学の最先端をいく素
粒子物理学の理論と
共 通 す る と 指 摘 し
た。
　俺達が、引き継い
だ宇宙の生成活動を
しっかりと果たすこ
とができれば、子孫

にそれを受け渡すことが出来る。親から子、
子から孫へと生成活動を引き継いでいけ
ば、天壌無窮（てんじょうむきゅう）つま
り天地と共に末永く繁栄すると考えるの
が、日本民族の社会観だ。
　現在の社会は、宇宙の原理とは正反対に、
個人主義や権利思想、そして最近では、コ
ロナ対策として「新しい生活様式」と称す
る社会の分断解体を進め、恐怖による「相
互不信・対立」「孤立化・非社会化」「情報
統制と法的強制」により管理社会を形成し
ようとしている。 
　国民一人一人が分断され、グローバリゼ
ーションの最前線に立たされている現状を
認識し、そこから離れて日本の伝統文化に
根差した共同体をつくる。その共同体を、
寝食を共にする仲間たちと共に育んでいけ
ば、何から何を守るべきかがわかってくる。
時と共に人が変わっても、その共同体が一
つの生命体のごとく変わらずに存在し続け
る源、それが文化慣習である。この文化慣
習が守られていれば共同体は末永く生き続
ける。
　その延長上に、日本がある。共同体は国
家の縮小相似形である。理想とする日本、
命をかけても守りたい日本、その日本を責
任を持って運営するための秩序を自分たち
で考え実践すればよい。
　何が起ころうが、歴史的伝統文化に則り、
日本人が日本人として普通に生きていける
ようにする。一人一人が、日本の共同体の
一員となり、心を一つにすれば、私たちの
かけがえのない大切な日本の伝統文化をグ
ローバリゼーションから守るための具体的
対策が生まれてくる。国民が自ら、守りた
い国「日本」を実践することこそが、本当
の国防に他ならない。
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2014年夏、スイス・ジュネーブにあ
る世界最大規模の素粒子物理学の研究
所である欧州原子核研究機構（CERN）
に招待された。
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